
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

10 11

期 間 支援内容

岩
手
県

創
海

源
承
持

経
再
資

農
も
他

販
雇

支援テーマ

経営指導員から

宮
城
県

期 間 支援内容

創
海

源
承
持

経
再
資

農
も
他

販
雇

支援テーマ

経営指導員から

新商品の南部煎餅「ごぼうせんべい」

岩手県商工会連合会 有限会社羽沢製菓（製菓・販売業）

南部煎餅の元祖が土産品を
首都圏市場向けにアレンジ

岩手県のお土産で有名な南部煎餅を、半世紀前に世に送り
出したのが羽沢製菓（従業員５名）である。定番名産品として
根強い人気を保っているが、最近はさまざまな環境の変化へ
の対応が求められるようになってきた。

たとえば人々のお土産に対するニーズが変わってきた。以前
は「立派な大きさで、品質は長持ち」なものが喜ばれてきたが、
最近は「小量で、賞味期限の短い生もの」が求められることが
多くなった。また、南部煎餅の競合メーカーでは若者ターゲッ
トの商品を開発し、人気を集めている。

新しい販路を開拓するという課題にも直面していた。同社は
観光土産品専門卸が売り上げの 85％を占めており、ここでの
販売額が減少すれば、業績が悪化しかねない。

同社はＢ−１グランプリで話題になった「せんべい汁」も製造
販売して好評を得ている。次は伝統の南部煎餅のテコ入れをど
うするかが課題となっていた。

同社は新市場のターゲットを首都圏に置いた。まず髙島屋
横浜店での物産展で、岩手県立大学の協力のもとにアンケート
調査を実施。首都圏でも南部煎餅の購買ニーズが確実にある
ことがわかった。続いてその首都圏向けをターゲットにした新
たな商品の開発に乗り出す。「ごぼうせんべい」や、静岡県と
のコラボレーションによる「由比漁港の海老煎餅」など付加価

値のある南部煎餅を開発した。
一方で、他社商品にはない特長であり、セールスポイントに

なっている独特のサクサクとした食感に、一層の磨きをかける
ことにした。そのために、きめ細かい水分調整や乾燥ができ
る機械を導入。これにより、サクサク感を活かしつつ、そこに
さまざまな材料をトッピングすることが可能になった。

商品パッケージのデザインも見直しを行った。「店頭でお客
様が20m先からでも視認できるパッケージにすることを指導員
からアドバイスされました」（事業者）というように、都心の百
貨店の売り場でも映える色使いや高級感のあるパッケージを導
入した。

以上の試みを下支えしたのが、小規模事業者持続化補助金
申請に向けた経営計画作成の支援だ。市場調査や商品開発も
含め、商工会・岩手県商工会連合会が一貫してサポート役を
果たした。その後、経営革新計画の策定に向けて支援を続け
ている。

　セミナーなどに積極的に参加し
てもらったことで、自己研鑽の意
欲が増し、前向きな姿勢が見られ
るようになりました。観光土産の
製造で培ってきたノウハウを活か
しつつ、首都圏や若者といった新
しいターゲットや、百貨店などの
新しいチャネルへの参入も支援し
てきました。今後も継続支援を依
頼されています。全力でバックアッ
プしていきたいと思います。

岩手県商工会連合会
浦田 和輝さん

Ｈ27年３月

Ｈ28年２月

支援制度説明セミナーへの参加

７月 持続化補助金の申請支援

経営革新計画策定支援

３月

３月

経営計画作成支援

経営革新計画承認

８月 百貨店バイヤーとの商談支援

課題
名産「南部煎餅」を
新たな販路に乗せたい

支援
専門家とともに
新商品試作を伴走支援

支援の経過

改装により、蔵のまち並みにふさわしく生まれ変わった店舗

村田町商工会 山専酒店（酒小売業）

震災からの店舗再建と
オリジナル焼酎の開発を果たす

県南部に位置する村田町は「みちのく宮城の小京都」と呼ば
れ、土蔵づくりの商家の並ぶ古いまち並みが残る。その村田
町にある山専酒店（従業員１名）は、東日本大震災で店舗が
大規模半壊となった。そのため事業者は事業再建のために店
舗のリニューアルを計画し、蔵のまち並みにふさわしい店舗づ
くりを模索していた。他店との差別化を図り、しかも客に喜ば
れる店にするにはどうしたらいいのか。相談に乗ってもらうた
め、事業者は村田町商工会を訪れた。

さっそく商工会では宮城県商工会連合会とともに「客が入り
やすい店づくり」をコンセプトに検討を開始したが、その過程
で、単に店舗を改装しても売り上げ増には結びつかないことを
事業者とともに確認し合った。そこで、地元の産物を活用した
新事業を起こすことを検討。江戸時代にこの地で酒づくりが行
われていたことから、まずオリジナルの日本酒づくりのプランを
考えた。しかし、日本酒は最低生産量が大きいため、商品ロ
スが膨らむことが懸念され、計画は困難と判断された。

次に目をつけたのが、村田町で栽培が盛んなそばだった。
事業者はそばを使ったオリジナル商品をつくれないか模索す
る。これを受けて商工会では、そば焼酎の製造を提案。そし
て、酒づくりに通じた商社に問い合わせたところ、福島県にオ
リジナル焼酎の製造を引き受けてくれる醸造所があることがわ

かり、試作を依頼した。原料となるそば粉は、近隣の農家か
ら購入。さらに余剰の小麦粉を買いつけて麦焼酎の製造も依
頼した。こうしてでき上がったオリジナルのそば焼酎は自店で
販売するだけでなく、地元の農家レストランにも卸すなど新た
な販路も開いた。

一方、店舗の改装は事業者が震災の被災者であるため、宮
城県の補助金を申請するように提案。また、店舗設計や店内
ディスプレイなどは、まち並みにマッチするように専門家に依頼
した。その結果、土蔵にしまってあった古物などをディスプレ
イに活用することで、従来なかった独特の雰囲気を醸し出すこ
とに成功している。

こうして新事業とともに生まれ変わった店舗になってから、
同店では粗利益が２％アップ。加えて、これまで商売に無関心
だった息子の妻が積極的に店を手伝うようになるという付帯効
果ももたらしたという。蔵のまちにふさわしい雰囲気の店舗に
なったおかげで、毎年秋に開催される、「蔵の陶器市」開催時
には、多くの客で賑わうようになっている。

　小規模事業者がやる気を出すこ
とで地域資源を活かしたオリジナ
ル商品が誕生しました。これは単
にプライベートブランドができただ
けにとどまらず、地域全体の振興
にも寄与したと思います。商工会
単独での支援にはおのずと限界
がありますが、時間をかけて支援
を継続することで事業者が満足を
得られたことが大きな効果だと思
っています。

村田町商工会
赤間 利明さん

Ｈ23年８月～ 店舗コンセプトの策定
専門家派遣の開始

５月

９月～12月

店舗設計計画の策定

県の補助金の申請支援

オリジナル商品開発支援

Ｈ24年２月～７月

課題
小京都のまち並みに
ふさわしい新店舗を模索

支援
地元産そばを使った
焼酎の製造を提案

支援の経過


